
『本院侍従集』はどう読めるか

（67）1044

一

研
究
史
の
問
題
点

『
本
院
侍
従
集
』
は
、
三
十
九
首
の
小
家
集
な
が
ら
、
時
に
「
悪
女
」
と
評

さ
れ
た
）
1
（

本
院
侍
従
の
集
と
し
て
注
目
さ
れ
、
本
格
的
な
注
釈
書
も
『
本
院
侍
従

集
全
釈
』（
以
下
『
全
釈
』
と
略
称
）
2
（

）
と
『
海
人
手
子
良
集
本
院
侍
従
集
義

孝
集
新
注
』（
以
下
『
新
注
』
と
略
称
）
3
（

）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
4
（

。

本
院
侍
従
の
家
集
の
存
在
を
伝
え
る
最
古
の
資
料
は
、『
為
信
集
）
5
（

』
の
贈
答

歌
で
あ
る
。ふ

み
な
ど
や
り
し
人
、
あ
ま
に
な
り
て
、
本
院
侍
従
が
し
ふ
や
あ
る

と
い
ふ
返
事
に

世
中
を
き
み
が
そ
む
き
し
そ
の
日
よ
り
わ
が
人
し
れ
ぬ
し
ふ
も
た
え
に
き

返
し

人
ご
と
に
き
み
が
と
ど
む
る
し
ふ
な
れ
ば
お
ぼ
ろ
け
に
て
は
た
え
じ
と
ぞ

お
も
ふ

（
八
五
〜
八
六
）

こ
の
為
信
に
つ
い
て
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
）
6
（

』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

藤
原
文
範
男
。
母
は
越
前
守
藤
原
正
茂
女
。
紫
式
部
母
方
の
祖
父
（
尊
卑

分
脈
）。
紫
式
部
祖
父
為
信
と
は
同
名
異
人
と
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
根
拠
と
な
っ
た
『
為
信
集
』
の
「
花
山
院
は
う
し
」
は
、「
法
事
」（
一

周
忌
）
で
は
な
く
、
花
山
院
が
出
家
し
て
一
時
籠
も
っ
て
い
た
比
叡
山
東

塔
東
谷
神
蔵
寺
「
か
ま
く
ら
」
に
あ
っ
た
「
茅
茨
」（
＝
草
庵
）
あ
る
い

は
「
坊
址
」。
為
信
を
花
山
院
崩
御
（
寛
弘
五
１

０

０

８

年
）
以
降
も
生

存
し
て
い
た
人
物
と
す
る
必
要
は
な
い
。
為
信
の
手
元
に
『
本
院
侍
従
集
』

が
あ
っ
た
（
為
信
集
）
の
は
、
本
院
侍
従
の
子
知
光
が
文
範
の
養
子
（
尊

卑
分
脈
）
と
な
っ
た
こ
と
に
因
る
。
蔵
人
（
村
上
天
皇
御
記
）、
右
近
少
将
、

右
馬
頭
を
歴
任
（
尊
卑
分
脈
）、
常
陸
介
だ
っ
た
永
延
元
９

８

７

年
正
月

一
〇
日
、
出
家
（
小
右
記
）。

（
笹
川
博
司
）

十
世
紀
末
ま
で
に
は
成
立
、
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
時
代
は

下
り
、
本
院
侍
従
の
名
は
『
和
歌
色
葉
』
が
「
名
誉
歌
仙
」
に
挙
げ
、
藤
原
定

家
筆
『
集
目
録
）
7
（

』
は
女
性
歌
人
家
集
群
の
冒
頭
（
五
七
）
に
登
載
す
る
。
た
だ

『
本
院
侍
従
集
』
は
ど
う
読
め
る
か

兼

築

信

行
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現
在
、
明
確
に
定
家
本
と
認
定
さ
れ
た
『
本
院
侍
従
集
』
の
伝
本
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。『
集
目
録
』
は
、「『
新
勅
撰
集
』
撰
集
の
た
め
の
資
料
を
定
家
が

リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
し
た
も
の
と
す
る
可
能
性
は
大
き
い
と
い
う
ほ
か
な
い
」
と

さ
れ
る
）
8
（

。
本
院
侍
従
は
『
後
撰
集
』
初
出
の
勅
撰
歌
人
だ
が
、『
本
院
侍
従
集
』

の
歌
が
勅
撰
集
に
採
ら
れ
る
の
は
『
新
古
今
集
』
か
ら
で
、
家
集
二
〜
三
番
贈

答
が
、『
新
古
今
集
』
恋
一
の
一
〇
〇
六
〜
七
に
見
え
、
そ
の
撰
者
名
注
記
は

と
も
に
定
家
）
9
（

で
あ
る
。『
新
勅
撰
集
』
で
は
、
家
集
巻
頭
歌
（
一
）
が
恋
一
・

六
三
八
に
載
る
（
作
者
は
忠
義
公
＝
藤
原
兼
通
）
ほ
か
、
本
院
侍
従
歌
が
四
首

採
ら
れ
て
お
り
（
春
下
・
一
二
一
、
恋
一
・
六
四
〇
、
恋
二
・
七
一
七
、
恋
五
・

一
〇
一
四
）、
定
家
注
目
の
女
性
歌
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、『
為
信
集
』

所
掲
、
ま
た
定
家
所
持
の
『
本
院
侍
従
集
』
が
ど
の
よ
う
な
内
容
・
系
統
の
本

で
あ
っ
た
か
は
分
明
で
は
な
い
。

『
本
院
侍
従
集
』
の
現
存
伝
本
に
は
、
流
布
本
と
さ
れ
る
穂
久
邇
文
庫
本
（
以

下
穂
久
邇
本
と
略
称
）
10
（

）
の
系
統
諸
本
と
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
（
必
ず
し
も

適
切
で
は
な
い
が
、
穂
久
邇
本
と
併
称
す
る
便
宜
か
ら
、
以
下
冷
泉
家
本
と
略

称
）
11
（

）
及
び
そ
の
転
写
本
（
書
陵
部
甲
本
）
12
（

）
の
、
二
系
統
が
あ
る
。
注
釈
書
の
う

ち
、『
全
釈
』
は
流
布
本
系
の
松
平
文
庫
本
に
拠
り
、『
新
注
』
は
冷
泉
家
本
に

拠
る
。
穂
久
邇
本
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
古
写
で
あ
り
、
冷
泉
家
本
は
室
町
時
代

中
期
の
写
と
い
う
。
ち
な
み
に
表
記
は
、
冷
泉
家
本
は
定
家
仮
名
遣
い
で
記
さ

れ
る
が
、
穂
久
邇
本
は
定
家
仮
名
遣
い
で
は
な
い
。
両
者
は
、
収
録
歌
は
同
一

で
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
本
文
異
同
が
存
す
る
。
こ
の
異
同
に
関
し
従
来
の
研

究
は
、
庄
司
敏
子
が
「
二
系
統
の
伝
本
の
都
合
の
よ
い
記
述
の
み
を
選
ん
で
論

じ
て
き
た
」、「
二
系
統
あ
る
本
文
を
き
ち
ん
と
整
理
せ
ず
、
都
合
の
よ
い
部
分

の
み
を
使
用
し
て
き
た
」
と
指
摘
す
る
）
13
（

通
り
問
題
が
あ
っ
た
。

磯
村
清
隆
）
14
（

は
、
本
集
を
私
家
集
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
、
歌

頭
が
詞
よ
り
高
く
な
る
歌
集
型
の
書
式
を
、
歌
頭
を
詞
よ
り
低
く
記
す
物
語
・

日
記
型
の
書
式
に
書
き
改
め
）
15
（

検
討
し
て
い
る
が
、
本
集
の
本
来
的
性
格
を
「
物

語
」
と
見
定
め
つ
つ
、
し
か
し
「
物
語
内
容
を
語
っ
て
ゆ
く
散
文
の
分
量
（
従
っ

て
そ
の
情
報
量
）
は
、
明
ら
か
に
貧
弱
」
で
、「
散
文
の
力
そ
の
も
の
に
よ
っ

て
物
語
内
容
を
具
体
的
に
詳
し
く
語
り
紡
い
で
ゆ
こ
う
と
す
る
方
法
意
識
は
、

希
薄
」
と
述
べ
、
登
場
人
物
の
「
思
い
」
は
、「
贈
答
歌
そ
の
も
の
に
歌
い
込

め
ら
れ
て
い
る
情
報
」
に
現
わ
れ
て
い
る
と
し
た
。
そ
し
て
、「
歌
自
体
を
〈
読

む
〉
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
人
の
間
で
の
恋
が
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
っ

た
か
が
、
読
者
の
脳
裏
に
再
現
さ
れ
」、「
散
文
に
よ
ら
な
い
〈
語
り
〉、
い
わ

ば
「
和
歌
を
メ
デ
ィ
ア
と
し
た
物
語
」
の
一
つ
の
極
限
形
態
」
を
示
す
も
の
と

結
論
付
け
た
。
こ
の
指
摘
は
正
鵠
を
射
た
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も

和
歌
と
は
、
そ
れ
自
体
が
本
来
的
に
メ
デ
ィ
ア
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
込
め

ら
れ
る
の
は
、『
古
今
和
歌
集
仮
名
序
』
の
冒
頭
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
「
人

の
心
」
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
そ
う
し
た
和
歌
を
編
集
し
た
も
の
が
歌
集
な
の
で

あ
っ
て
、『
本
院
侍
従
集
』
の
本
体
は
、
紛
れ
も
な
く
、
そ
の
収
録
歌
そ
の
も

の
と
な
る
。
つ
ま
り
読
者
と
し
て
読
む
べ
き
対
象
は
、
和
歌
の
中
身
、
内
容
、

表
現
で
あ
る
。
そ
れ
を
敢
え
て
物
語
と
捉
え
直
す
必
要
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

歌
集
、
私
家
集
と
し
て
扱
い
、
そ
の
達
成
度
・
完
成
度
を
検
討
・
吟
味
し
て
評

価
を
与
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
正
当
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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二

構
成
内
容

『
本
院
侍
従
集
』
は
、
す
べ
て
が
贈
答
歌
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
時
に
贈

歌
の
み
で
、
返
答
の
歌
が
無
い
場
合
（
三
、
八
、
二
五
、
三
〇
、
三
九
）
も
あ

る
が
、
次
郎
君
（
藤
原
兼
通
）
と
女
（
い
と
こ
）、
な
い
し
友
達
・
御
達
と
次

郎
君
と
の
贈
答
が
連
ね
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
が
贈
答
歌
で
あ

る
こ
と
は
、
集
の
主
題
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

交
換
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
全
体
の
内
容
は
、
大
き
く
、
次
郎
君
と
女
と

の
贈
答
部
分
（
一
〜
三
四
番
歌
）
と
、
女
と
の
恋
が
破
局
し
た
後
の
、
次
郎
君

と
友
達
・
御
達
と
の
贈
答
部
分
（
三
五
〜
三
九
番
歌
）
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
二
つ
の
部
分
の
詠
時
に
は
、
時
間
の
懸
隔
が
あ
り
、
前
段
は
さ
ら
に
、

三
つ
に
分
け
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、『
全
釈
』
収
録
の
中
嶋
眞
理

子
「
本
院
侍
従
集
考
」
が
示
す
第
一
章
〜
第
四
章
の
四
部
構
成
と
一
致
す
る
）
16
（

が
、

私
に
新
た
な
見
出
し
を
付
け
、
Ⅰ
〜
Ⅳ
と
称
し
て
お
き
た
い
。【

】
内
に
は
、

歌
が
送
ら
れ
る
方
向
性
を
示
し
た
。

Ⅰ

求
愛
す
る
貴
公
子
次
郎
君
（
一
〜
一
二
）【
次
郎
君
↓
女
】

Ⅱ

房
事
の
成
就
と
後
の
交
情
（
一
三
〜
二
七
）【
次
郎
君
↓
女
】

Ⅲ

奪
わ
れ
た
女
、
破
局
の
後
（
二
八
〜
三
四
）【
女
↓
次
郎
君
】

Ⅳ

破
恋
者
次
郎
君
へ
の
問
訊
（
三
五
〜
三
九
）【
友
達
・
御
達
↓
次
郎
君
】

Ⅰ
は
一
番
歌
詞
書
に
、
穂
久
邇
本
で
は
次
郎
君
す
な
わ
ち
兼
通
を
「
年
十
八

ば
か
り
」
と
記
し
、
恋
の
始
発
が
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
示

さ
れ
る
（
冷
泉
家
本
で
は
「
ま
だ
わ
か
う
て
」
と
朧
化
さ
れ
る
）。
こ
の
こ
と
は
、

続
い
て
「
冠
」
を
得
る
以
前
と
記
さ
れ
、
兼
通
が
叙
爵
す
る
天
慶
六
年
（
九
四

三
）
正
月
七
日
よ
り
前
、
す
な
わ
ち
こ
の
恋
は
、
お
そ
ら
く
は
次
郎
君
に
と
っ

て
、
人
生
初
の
本
格
的
な
恋
愛
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
以
下
、
本
集

に
言
及
さ
れ
る
人
物
は
実
録
性
が
高
く
、
上
達
部
（
藤
原
師
輔
）、
祖
父
（
藤

原
忠
平
）、
妹
（
藤
原
安
子
）、
后
腹
（
藤
原
穏
子
）、
親
王
（
成
明
親
王
、
後

の
村
上
天
皇
）、
親
（
冷
泉
家
本
。
穂
久
邇
本
は
「
服
」
と
表
現
。
兼
通
の
母

藤
原
盛
子
）
な
ど
が
比
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
実
名
は
次
郎
君
の
み
、
最
後
の
一

文
に
お
い
て
明
か
さ
れ
る
。
次
郎
君
の
恋
の
相
手
は
本
院
侍
従
と
理
解
す
る
の

が
一
般
的
だ
が
、
朱
雀
天
皇
の
女
御
藤
原
慶
子
（
実
頼
女
）
と
の
、
い
わ
ば
禁

断
の
恋
を
描
い
た
作
品
と
解
す
る
大
貫
正
皓
の
新
説
が
発
表
さ
れ
た
）
17
（

。

時
間
構
成
に
立
ち
戻
る
と
、
Ⅲ
の
終
り
（
三
三
〜
三
四
番
歌
）
は
、
兼
通
母

の
藤
原
盛
子
が
天
慶
六
年
九
月
十
二
日
に
死
去
し
た
（『
願
文
集
）
18
（

』）
後
の
弔
問

贈
答
で
あ
る
か
ら
、
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
は
天
慶
五
〜
六
年
、
兼
通
十
八
〜
九
歳
時
の

恋
の
顚
末
と
な
る
。
Ⅳ
は
、
こ
の
問
訊
が
行
わ
れ
た
頃
に
次
郎
君
は
兵
衛
佐
に

任
官
し
た
と
記
す
。
兼
通
は
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
五
月
十
二
日
に
左
兵
衛
佐

と
な
る
（『
公
卿
補
任
』）
の
で
、
破
局
後
、
五
年
ほ
ど
が
経
過
し
た
時
点
で
あ

る
。
そ
し
て
最
末
尾
の
一
文
、
穂
久
邇
本
は
「
堀
河
大
納
言
と
か
や
」、
冷
泉

家
本
は
「
い
ま
は
ほ
り
か
は
の
中
納
言
と
か
や
」
に
い
た
っ
て
、
次
郎
君
の
実

名
が
明
か
さ
れ
る
。
兼
通
に
大
納
言
と
な
っ
た
経
歴
は
無
く
、
天
禄
三
年
（
九

七
二
）
閏
二
月
十
九
日
に
権
中
納
言
と
な
り
、
同
年
十
一
月
二
十
七
日
、
中
納

言
・
大
納
言
を
経
ず
関
白
、
内
大
臣
と
な
っ
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』）。
す
な
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わ
ち
、
穂
久
邇
本
の
「
大
納
言
」
は
誤
認
あ
る
い
は
誤
記
な
い
し
誤
写
か
と
考

え
ら
れ
る
が
、
冷
泉
家
本
の
「
い
ま
」
は
天
禄
三
年
（
兼
通
四
十
八
歳
）、
つ

ま
り
『
本
院
侍
従
集
』
の
現
在
は
、
同
年
内
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
冷
泉

家
本
冒
頭
の
書
き
出
し
「
い
ま
は
む
か
し
」
の
「
い
ま
」
に
正
し
く
照
応
し
、

換
言
す
る
な
ら
ば
、
冷
泉
家
本
は
、
首
尾
極
め
て
整
っ
た
姿
を
呈
す
る
。

と
も
あ
れ
、
天
禄
三
年
の
現
在
か
ら
、
三
十
年
程
の
「
む
か
し
」、
天
慶
五

〜
六
年
の
、
成
就
し
な
か
っ
た
十
代
の
恋
の
顚
末
、
そ
し
て
破
局
後
し
ば
ら
く

時
間
を
お
い
た
天
暦
二
年
時
（
兼
通
二
十
四
歳
）
の
心
境
を
、「
い
ま
は
む
か

し
」
の
贈
答
歌
集
と
し
て
編
み
、
提
示
し
た
の
が
、
こ
の
作
品
と
な
る
。

贈
答
の
構
造
を
見
て
も
、
Ⅰ
・
Ⅱ
で
は
能
動
的
に
次
郎
君
か
ら
女
へ
歌
を
贈

る
が
、
Ⅲ
・
Ⅳ
で
は
、
歌
を
贈
る
の
は
女
、
友
達
・
御
達
で
あ
り
、
能
動
か
ら

受
動
へ
と
、
次
郎
君
の
態
度
は
変
化
す
る
。

以
下
、
こ
う
し
た
内
容
・
構
成
を
全
体
的
に
再
検
討
し
た
い
が
、
そ
の
際
に

は
、
穂
久
邇
本
と
冷
泉
家
本
と
を
都
合
よ
く
校
訂
・
混
態
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
を
完
結
し
た
独
立
テ
ク
ス
ト
と
扱
い
、
そ
の
上
で
、
比
較
を
行
う
。

そ
の
た
め
、
本
文
対
照
で
は
、
上
段
に
穂
久
邇
本
、
下
段
に
冷
泉
家
本
を
示
す

（
両
本
を
以
下
、
穂
本
・
冷
本
と
も
略
称
す
る
場
合
が
あ
る
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
本

文
は
適
宜
整
定
し
、
漢
字
・
仮
名
を
当
て
、
句
読
点
を
施
し
、
会
話
等
に
は
鍵

括
弧
を
付
す
。
欠
脱
な
ど
を
最
低
限
補
う
必
要
の
あ
る
個
所
は
丸
括
弧
に
括
り
、

本
文
の
問
題
箇
所
等
に
は
右
傍
線
を
付
し
、
後
に
＊
印
で
注
記
す
る
。
な
お
和

歌
に
は
敢
え
て
句
読
点
を
付
し
た
。
い
か
に
も
乱
暴
な
措
置
だ
が
、
和
歌
と
は

文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
言
表
で
あ
り
、
始
原
的
に
は
音
声
で
発
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
享
受
者
は
そ
れ
を
歌
頭
か
ら
順
に
（
耳
で
）
捉
え
、
そ
の
順
序

の
通
り
に
（
脳
内
で
）
組
み
立
て
て
い
く
理
解
過
程
を
、
第
一
次
的
に
想
定
す

べ
き
で
あ
る
と
、
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
釈
迢
空
の
短
歌
作
品
表
記

に
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
処
理
）
19
（

を
行
う
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
核

に
納
め
ら
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
よ
り
端
的
に
、
見
え
や
す

く
す
る
試
み
と
し
て
、
実
験
的
に
行
っ
て
み
た
い
。

三

求
愛
す
る
貴
公
子
次
郎
君
（
Ⅰ
）

〔
穂
久
邇
本
〕

お
ぼ
え
お
は
し
け
る
上
達
部
の

次
郎
な
り
け
る
が
、
ま
だ
年
十

八
ば
か
り
な
り
け
る
が
、
お
ぼ

え
い
と
か
し
こ
か
り
け
れ
ど
、

冠
得
ぬ
、
あ
り
け
り
。
祖
父
は

太
政
大
臣
に
て
な
ん
お
は
し
け

る
。
妹
は
后
腹
の
親
王
に
奉
り

て
、
藤
壺
に
ぞ
候
ひ
た
ま
ひ
け

る
。
御
い
と
こ
候
ひ
た
ま
ひ
け

り
。
そ
れ
、
こ
の
次
郎
君
思
ひ

掛
け
た
ま
ひ
て
、
か
く
詠
み
て

入
れ
た
ま
ひ
け
り
。

〔
冷
泉
家
本
〕

今
は
昔
、
上
達
部
の
次
郎
な
る

人
、
お
ぼ
え
い
と
か
し
こ
か
り

け
れ
ど
、
ま
だ
若
う
て
、
冠
も

得
ぬ
、
お
は
し
け
り
。
祖
父
は

太
政
大
臣
に
て
な
ん
お
は
し
け

る
。
妹
は
后
腹
の
親
王
に
奉
り

た
ま
ひ
て
、
藤
壺
に
ぞ
候
ひ
た

ま
ひ
け
る
。
そ
の
御
い
と
こ
候

ひ
た
ま
ひ
け
り
。（
そ
れ
）、
こ

の
次
郎
君
思
ひ
掛
け
た
ま
う

（
て
）、
も
の
な
ど
言
ひ
て
、
か

く
詠
み
て
言
ひ
入
れ
た
ま
へ
り
。
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＊
一
・
詞
…
穂
本
「
次
郎
」
原
表
記
は
仮
名
書
き
「
し
ゝ
う
」
と
も
読
め

る
が
、「
し
ら
う
」
と
判
読
す
る
。冷
本
「
そ
れ
」
文
字
欠
損
。冷
本
「
て
」

文
字
欠
損
。

＊
一
・
歌
…
冷
本
「
お
も
ひ
◦わ

つ
る
」
の
補
入
を
「
わ
ひ
」
と
校
訂
。

＊
二
・
詞
…
穂
本
「
の
た
ま
て
」
は
促
音
無
表
記
あ
る
い
は
「
の
た
ま
う

て
」
の
「
う
」
字
欠
落
か
。

＊
五
・
歌
…
穂
本
原
表
記
「
ま
た
ね
に
」
は
「
ま
た
ぬ
に
」
あ
る
い
は
「
ま

た
ね
と
」
の
誤
か
。

既
述
の
通
り
、
冷
泉
家
本
の
書
き
出
し
「
今
は
昔
」
は
、
最
末
尾
文
の
「
今

は
」
に
呼
応
し
て
お
り
、
整
備
さ
れ
た
体
裁
を
示
す
。
対
す
る
穂
久
邇
本
は
、

「
お
ぼ
え
」
云
々
が
次
郎
君
の
み
な
ら
ず
父
の
上
達
部
に
つ
い
て
も
冠
さ
れ
、

や
や
洗
練
さ
れ
な
い
印
象
が
あ
る
。
大
き
な
相
違
は
、
こ
れ
も
既
述
し
た
が
、

穂
久
邇
本
が
「
年
十
八
ば
か
り
」
と
年
齢
を
明
記
す
る
の
に
対
し
、
冷
泉
家
本

は
「
ま
だ
若
う
て
」
と
朧
化
す
る
点
で
あ
る
。『
新
注
』
は
「
こ
れ
は
元
来
、

底
本
（
兼
築
注
：
冷
泉
家
本
）
の
よ
う
に
年
齢
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ

ろ
に
、
後
人
が
史
料
に
よ
っ
て
注
記
し
た
も
の
が
本
文
化
し
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
」
と
記
す
。
し
か
し
そ
れ
が
何
に
つ
い
て
の
「
注
記
」
だ
っ
た
の
か

不
明
で
、
次
郎
君
の
人
物
造
型
の
相
違
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
、

記
述
さ
れ
る
要
素
は
両
本
間
か
な
り
同
文
的
で
あ
る
こ
と
も
、
確
認
し
て
お
き

た
い
。
恋
の
相
手
た
る
「
い
と
こ
」
に
敬
語
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
、
前

掲
、
大
貫
正
皓
の
よ
う
に
女
御
藤
原
慶
子
（
実
頼
女
）
と
す
る
説
も
出
さ
れ
て

い
る
が
、
次
郎
君
に
対
す
る
敬
意
に
引
か
れ
、
そ
の
血
縁
者
と
し
て
敬
語
が
付

色
に
出
で
て
今
ぞ
知
ら
す
る
。
人
知

れ
ず
思
ひ
わ
び
つ
る
深
き
心
を
。

（
一
）な

ど
の
た
ま
て
、「
御
里
は
い

づ
く
ぞ
」
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、

女
、
細
殿
に
て
も
の
な
ど
言
ふ

に
、

我
が
宿
は
そ
こ
と
も
な
じ
か
教
ふ
べ

き
。
言
は
で
こ
そ
見
め
。
尋
ね
け
り

や
と
。（
二
）

男
、

我
が
思
ひ
、
空
の
煙
と
た
ぐ
ひ
な
ば
、

雲
居
な
り
と
も
な
ほ
尋
ね
て
ん
。

（
三
）ま

た
男
、

我
な
ら
ぬ
人
は
待
つ
と
も
、
杉
榑
は
、

命
を
捨
て
て
引
く
方
に
寄
れ
。（
四
）

返
し
、

君
な
ら
ぬ
人
は
待
た
ね
に
、
杉
榑
の
、

引
く
と
て
寄
ら
む
、心
弱
さ
よ
。（
五
）

色
に
出
で
て
今
ぞ
知
ら
す
る
。
人
知

れ
ず
思
ひ
わ
（
び
）
つ
る
深
き
心
を
。

（
一
）な

ど
聞
こ
え
た
ま
う
て
、「
御

里
は
い
づ
こ
ぞ
」
と
の
た
ま
ひ

け
れ
ば
、
女
、

我
が
宿
を
そ
こ
と
も
何
か
教
ふ
べ
き
。

言
は
で
こ
そ
見
め
。
尋
ね
け
り
や
と
。

（
二
）

我
が
思
ひ
、
空
の
煙
と
な
り
ぬ
れ
ば
、

雲
居
な
り
と
も
な
ほ
尋
ね
て
ん
。

（
三
）ま

た
男
、

我
な
ら
ぬ
人
は
待
つ
と
も
、
杉
榑
の
、

命
を
捨
て
て
引
く
方
に
寄
れ
。（
四
）

返
し
、

君
な
ら
ぬ
人
は
待
た
ね
ど
、
杉
榑
の
、

引
く
と
て
寄
ら
ん
、心
弱
さ
よ
。（
五
）
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加
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
し
も
「
い
と
こ
」
が
女
御
慶
子
で
あ

る
な
ら
ば
、
穂
久
邇
本
二
番
歌
詞
書
に
記
す
「
細
殿
に
て
も
の
な
ど
言
ふ
」
状

況
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
「
も
の
な
ど
言
（
ふ
）」
の
記
述
は
、
冷
泉
家
本

で
は
一
番
歌
詞
書
に
あ
り
、
穂
久
邇
本
は
一
番
歌
を
書
き
贈
っ
た
と
読
め
る
が
、

冷
泉
家
本
で
は
口
頭
で
言
い
入
れ
た
よ
う
に
読
め
る
。「
い
と
こ
」
は
こ
の
時

点
で
、
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
四
月
十
九
日
に
成
明
親
王
（
後
の
村
上
天
皇
）

の
御
息
所
と
な
り
（『
日
本
紀
略
』、『
大
鏡
』
裏
書
、『
西
宮
記
』）、
内
裏
に
住

む
安
子
に
仕
え
、
細
殿
に
局
を
得
て
い
た
女
房
と
解
し
て
お
く
の
が
、
ま
ず
素

直
な
読
み
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
後
掲
一
一
番
歌
詞
書
で
、
内
裏
を
退
出
し
た

女
は
、
自
身
の
里
で
は
な
く
本
院
に
入
る
。
本
院
は
、
天
慶
四
年
（
九
四
一
）

二
月
二
十
二
日
に
朱
雀
天
皇
へ
入
内
し
（『
大
鏡
』
裏
書
）、
同
年
月
十
六
日
に

女
御
と
な
っ
た
（『
日
本
紀
略
』、『
一
代
要
記
』）
慶
子
の
里
第
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
間
に
女
が
安
子
か
ら
慶
子
へ
主
家
を
変
え
た
と
考
え
る
の
も
不
自
然
で
、

そ
も
そ
も
女
は
慶
子
に
仕
え
て
お
り
、「（
そ
の
）
御
い
と
こ
候
ひ
た
ま
ひ
け
り
」

は
、「（
同
じ
く
内
裏
に
は
、
次
郎
君
兼
通
と
そ
の
妹
安
子
の
）
御
い
と
こ
（
に

あ
た
る
女
）
が
（
女
御
の
も
と
に
）
仕
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
」
と
解
釈
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
）
20
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。

さ
て
二
番
歌
詞
書
で
、
次
郎
君
は
女
に
「
御
里
」
を
尋
ね
て
い
る
の
で
、
相

手
の
出
自
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
里
下
が
り
す
る
際
の
居

所
を
尋
ね
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
歌
自
体
は
率
直
で
直
球
的
。「
色
」
と
「
深

き
」
が
縁
語
と
な
る
が
、
い
か
に
も
初
々
し
い
、
若
者
ら
し
い
一
首
と
言
え
る
。

女
は
次
郎
君
の
告
白
を
軽
く
い
な
す
。
恋
の
始
発
の
、
女
歌
の
常
套
で
あ
ろ
う
。

三
番
歌
は
女
が
「
雲
居
」
つ
ま
り
宮
中
に
居
る
こ
と
を
示
す
が
、
返
歌
は
得
ら

れ
な
い
。
選
択
権
、
主
導
権
は
女
が
握
る
。
四
番
歌
で
は
「
杉
榑
」
を
「
引
く
」

と
の
あ
や
を
持
ち
出
し
、
女
は
そ
れ
に
対
し
て
気
を
持
た
せ
つ
つ
応
答
し
た
。

一
番
歌
に
比
し
て
、
四
番
歌
は
修
辞
に
意
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
そ
ま
山
に

た
つ
す
ぎ
く
れ
の
お
も
て
お
も
て
人
に
ひ
か
る
る
君
は
た
の
ま
じ
」（
古
今
六

帖
・
一
〇
一
六
）
あ
た
り
を
学
ん
で
い
る
か
。

〔
穂
久
邇
本
〕

男
に
、
遣
戸
を
い
さ
さ
か
開
け

て
も
の
言
ひ
け
る
に
、
ひ
と
こ

と
も
慎
ま
し
う
お
ぼ
え
て
、

「
胸
い
た
し
、
焼
け
石
当
て
む
」

と
て
、
入
り
に
け
れ
ば
、
男
、

わ
び
て
去
に
け
り
。
ま
た
の
朝

に
、

逢
は
ず
し
て
帰
り
し
よ
り
も
、
い
と

ど
し
く
苦
し
と
言
ひ
し
こ
と
ぞ
わ
び

し
き
。（
六
）

返
し
、

寝
ぬ
る
夜
の
く
る
し
き
こ
と
は
、
と

ふ
こ
と
の
お
こ
た
る
折
ぞ
う
れ
し
か

り
け
る
。（
七
）

〔
冷
泉
家
本
〕

男
に
、
遣
戸
の
狭
間
を
い
さ
さ

か
開
け
て
も
の
言
ひ
け
る
人
、

こ
と
睦
ま
じ
う
お
ぼ
え
け
れ
ば
、

「
胸
い
た
し
、
焼
き
石
当
て
て

む
」（
と
）
て
、
入
り
に
け
れ
ば
、

男
、
わ
び
て
去
に
け
り
。
つ
と

め
て
、
文
お
こ
せ
け
り
。

逢
は
で
し
も
帰
り
し
よ
り
も
、
い
と

ど
し
く
苦
し
と
言
ひ
し
こ
と
や
わ
び

し
き
。（
六
）

返
し
、

ね
ぬ
な
は
の
く
る
し
き
こ
と
は
、
と

ふ
こ
と
の
お
こ
た
る
こ
と
ぞ
う
れ
し

か
り
け
る
。（
七
）
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＊
六
・
詞
…
冷
本
「
◦て

い
り
に
け
れ
は
」
の
補
入
を
「
と
て
」
と
校
訂
。

＊
九
・
歌
…
冷
本
「
露
の
み
と
は
」
に
傍
記
「
字
落
歟
／
自
筆
の
本
の

ま
ゝ
」
と
あ
り
、「
と
て
は
」
と
校
訂
。

＊
一
二
・
歌
…
穂
本
「
か
は
」
は
「
よ
は
」
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
か

は
」
と
判
読
。

Ⅰ
の
後
半
に
移
る
。
六
番
歌
詞
書
の
「
遣
戸
」
は
、
穂
久
邇
本
「
細
殿
」（
二
・

詞
）
に
あ
っ
た
女
の
局
の
戸
で
あ
ろ
う
。「
慎
ま
し
う
」
か
「
睦
ま
じ
う
」
か

の
異
同
は
あ
る
が
、
人
目
を
憚
り
、
胸
が
痛
い
の
で
療
治
を
行
う
こ
と
を
口
実

に
、
女
は
局
に
引
き
籠
り
、
次
郎
君
は
退
去
す
る
。
男
か
ら
、
逢
瀬
が
遂
げ
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
よ
り
も
貴
女
の
体
調
が
悪
か
っ
た
こ
と
が
心
配
だ
と
の
歌

（
六
）
が
届
け
ら
れ
、
女
は
、
苦
し
か
っ
た
の
で
帰
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し

か
っ
た
（
七
）
と
、
相
手
の
気
持
ち
か
ら
身
を
そ
ら
し
て
み
せ
る
。
女
の
返
歌

（
七
）
の
表
現
を
受
け
、
男
か
ら
、
貴
女
の
具
合
が
よ
く
な
っ
た
の
は
、
自
分

が
お
と
な
し
く
引
き
下
が
っ
た
お
蔭
だ
と
の
歌
（
八
）
を
送
る
が
、
返
事
は
来

な
い
。贈
答
が
成
立
し
て
い
る
間
は
、内
容
如
何
に
関
わ
ら
ず
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
成
立
、
進
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
返
歌
が
無
い
の
は
、
女
が

男
の
歌
に
鼻
白
ん
で
み
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
七
〜
八
番
歌
の
贈
答

の
初
句
に
も
、
穂
久
邇
本
「
寝
ぬ
る
夜
の
」、
冷
泉
家
本
「
ね
ぬ
な
は
の
」
の

異
同
が
あ
る
。「
ね
ぬ
な
は
の
」
は
「
く
る
し
き
こ
と
」
の
「
く
る
（
繰
る
）」

を
導
く
枕
詞
で
あ
る
と
同
時
に
、「
寝
ぬ
名
」
を
響
か
せ
、
よ
り
修
辞
技
巧
的

男
、

寝
ぬ
る
夜
の
く
る
し
き
こ
と
の
お
こ

た
る
は
、
我
が
隠
れ
た
る
し
る
し
な

る
ら
ん
。（
八
）

返
り
事
な
し
。
男
、

身
を
捨
て
て
露
の
み
と
も
に
消
え
ぬ

と
も
、
あ
は
れ
て
ふ
べ
き
人
の
無
き

か
な
。（
九
）

女
、
返
し
、

夏
の
夜
の
露
と
お
き
居
て
、
明
し
て

は
、
あ
や
な
く
我
や
濡
れ
衣
を
着
ん
。

（
一
〇
）と

て
ま
か
で
に
け
れ
ば
、
朝
に
。

女
の
里
に
は
あ
ら
で
、
本
院
な

り
け
り
。

杣
山
の
流
れ
来
る
間
を
君
は
知
れ
。

我
下
り
立
て
て
筏
士
は
せ
む
。（
一

一
）

返
し
、

筏
士
の
心
の
す
ぎ
ば
、
杣
山
の
川
の

ひ
ぐ
れ
も
よ
そ
に
こ
そ
見
め
。（
一

二
）

ま
た
男
、

ね
ぬ
な
は
の
く
る
し
き
こ
と
の
お
こ

た
る
は

我
が
隠
れ
た
る
し
る
し
な

る
ら
ん
。（
八
）

ま
た
男
、

身
を
捨
て
て
露
の
み
と
（
て
）
は
消

え
ぬ
と
も
、
あ
は
れ
て
ふ
べ
き
人
の

無
き
か
な
。（
九
）

返
し
、
女
、

夏
の
夜
の
露
と
思
ひ
て
明
か
し
て
は
、

あ
や
な
く
我
や
濡
れ
衣
を
着
ん
。

（
一
〇
）と

て
、
女
の
ま
か
り
出
で
に
け

れ
ば
、
朝
に
。
女
の
里
に
は
あ

ら
で
、
本
院
な
り
け
り
。

杣
川
の
流
る
る
く
れ
を
君
は
待
て
。

我
下
り
立
ち
て
筏
士
は
せ
ん
。（
一

一
）

返
し
、

筏
士
の
心
し
澄
ま
ば
、
杣
山
の
く
れ

を
も
我
は
よ
そ
に
こ
そ
見
め
。（
一

二
）
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だ
が
、
穂
久
邇
本
の
本
文
で
あ
っ
て
も
意
は
素
直
に
通
じ
る
。
冷
泉
家
本
の
方

が
、
よ
り
技
巧
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
返
事
が
来
な
か
っ
た
の
で
、
次
郎
君
は
ま
た
訴
嘆
の
歌
（
九
）
を
送
り
、

こ
れ
に
女
は
返
歌
す
る
が
（
一
〇
）、
共
に
夜
を
過
ご
せ
ば
濡
れ
衣
を
蒙
る
と

言
い
、
や
は
り
身
を
そ
ら
す
。
女
の
歌
に
「
夏
の
夜
」
と
あ
る
の
で
、
夏
の
出

来
事
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

九
〜
一
〇
番
歌
贈
答
の
後
、女
は
内
裏
を
出
て
本
院
に
入
っ
た
。本
院
は
「
中

御
門
北
、
堀
河
東
一
町
」
の
「
左
大
臣
時
平
ノ
家
」（『
拾
芥
抄
』）
で
あ
り
、

藤
原
実
頼
が
時
平
女
を
北
方
と
し
、
実
頼
女
の
朱
雀
天
皇
女
御
慶
子
が
里
第
と

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
女
は
確
実
に
女
御
慶
子
に
仕
え
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

と
も
あ
れ
、
そ
の
本
院
に
移
っ
た
女
の
許
へ
、
次
郎
君
は
一
一
番
歌
を
送
り
、

一
二
番
歌
の
返
事
を
得
る
。
四
〜
五
番
歌
贈
答
で
交
わ
し
た
「
杉
榑
」
の
歌
を

踏
ま
え
る
が
、
穂
久
邇
本
と
冷
泉
家
本
と
の
間
に
、
ま
た
大
き
な
異
同
が
あ
る
。

一
一
番
歌
、
冷
泉
家
本
「
く
れ
」
に
、「
榑
」
と
「
暮
れ
」
を
掛
け
る
。
ま
た

穂
本
「
下
り
立
て
て
」、「
下
り
立
ち
て
」
の
「
立
つ
」
は
、
時
代
が
下
る
が
「
滝

つ
瀬
に
た
た
む
筏
の
徒
に
と
は
れ
ぬ
く
れ
を
か
さ
ね
つ
る
か
な
」（
草
庵
集
・

九
六
二
、
寄
筏
恋
）、「
い
か
だ
こ
そ
杣
山
川
の
は
や
き
瀬
に
た
つ
は
あ
や
ふ
き

世
を
渡
り
つ
つ
」（
頓
阿
句
題
百
首
・
世
路
山
河
嶮
・
四
四
八
・
良
春
）
の
よ

う
に
、
筏
を
流
す
こ
と
を
言
う
。
一
二
番
歌
も
異
同
が
大
き
い
が
、
穂
久
邇
本

は
「
杉
」「
檜
榑
」
を
掛
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
く
れ
」
に
は
当
然
「
暮

れ
」
と
「
榑
」
が
掛
か
る
。
こ
の
贈
答
は
意
が
取
り
に
く
い
が
、
男
が
主
導
権

を
取
ろ
う
と
し
、
女
は
や
は
り
、
身
を
そ
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

四

房
事
の
成
就
と
後
の
交
情
（
Ⅱ
）

〔
穂
久
邇
本
〕

さ
て
、「
も
の
聞
こ
え
む
」
と

切
に
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
た
だ

「
物
越
し
に
て
承
ら
む
」
と
あ

り
け
る
に
、
こ
の
女
の
使
ひ
け

る
人
を
語
ら
ひ
て
、
入
り
た
ま

ひ
に
け
り
。
さ
ら
に
人
も
知
ら

ぬ
こ
と
な
り
け
り
。
ま
た
の
つ

と
め
て
、
男
、

露
の
お
き
て
飽
か
ぬ
心
に
別
か
る
れ

ば
、
我
が
衣
手
ぞ
乾
か
ざ
り
け
る
。

（
一
三
）返

し
、

衣
手
の
濡
る
と
聞
く
に
も
、
い
と
ど

し
く
、
我
さ
へ
夏
の
夜
ぞ
憂
か
り
け

る
。（
一
四
）

男
、
独
り
寝
て
、
ま
た
の
朝
に
、

袖
濡
れ
て
干
し
ぞ
わ
づ
ら
ふ
。
唐
衣
、

〔
冷
泉
家
本
〕

さ
て
、「
も
の
聞
こ
え
ん
」
と

切
に
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
た
だ

「
蔀
越
し
に
て
承
ら
ん
」
と
あ

り
け
る
に
、
こ
の
女
の
使
ひ
け

る
人
を
語
ら
ひ
て
入
り
給
ひ
に

け
り
。
さ
ら
に
人
も
知
ら
ぬ
こ

と
な
り
け
り
。
ま
た
の
朝
に
、

男
、

露
の
お
き
て
あ
か
ぬ
心
に
別
る
れ
ば
、

我
が
衣
手
ぞ
乾
か
ざ
り
け
る
。（
一

三
）

返
し
、

衣
手
も
濡
る
と
聞
く
に
も
、
い
と
ど

し
く
、
我
さ
へ
夏
の
夜
ぞ
憂
か
り
け

る
。（
一
四
）

男
、
ひ
と
夜
寝
て
、
ま
た
の
日
、

袖
濡
れ
て
、
干
し
ぞ
煩
ふ
。
唐
衣
君
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一
七
・
歌
…
冷
本
「
闇
の
」
を
、『
新
編
私
家
集
大
成
』（
片
桐
洋
一
）、

『
新
注
』
と
も
に
「
夢
の
」
と
翻
刻
。
冷
本
の
転
写
本
で
あ
る
書
陵
部

甲
本
は
「
夢
の
」
と
す
る
。

さ
ら
に
求
愛
の
度
を
強
め
る
次
郎
君
に
対
し
、
女
の
守
り
は
な
お
堅
い
。
一

三
番
歌
詞
書
、
穂
久
邇
本
「
物
越
し
」、
冷
泉
家
本
「
蔀
越
し
」
で
は
、
後
者

の
方
の
防
御
が
よ
り
具
体
的
か
つ
堅
固
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
男
は
、
女
に
仕
え

る
者
を
語
ら
い
、
つ
い
に
房
事
を
遂
げ
る
。「
さ
ら
に
人
も
知
ら
ぬ
こ
と
な
り

け
り
」
は
両
系
統
に
同
文
で
あ
る
。
し
か
し
、『
朝
忠
集
』
に
次
の
歌
が
載
る
。

本
院
の
じ
じ
ゆ
う
と
か
ね
道
の
き
み
と
ね
た
る
を
た
ち
ぎ
き
て

よ
そ
に
わ
れ
人
と
ひ
と
と
を
き
き
し
か
ば
あ
は
れ
と
も
又
あ
な
う
と
も
お

も
ふ

又
お
な
じ
女
に

い
は
で
の
み
思
ふ
心
を
し
る
人
は
あ
り
や
な
し
や
と
た
れ
か
と
は
ま
し

返
し

し
る
人
や
そ
ら
に
な
か
ら
ん
思
ふ
な
る
心
の
そ
こ
の
心
な
ら
で
は

（
朝
忠
集
・
二
二
〜
二
四
）

だ
が
『
本
院
侍
従
集
』
は
、
こ
の
房
事
は
ま
さ
に
密
会
で
あ
っ
た
と
す
る
。
女

の
一
四
番
歌
に
「
夏
の
夜
」
と
あ
っ
て
、
一
〇
番
歌
同
様
、
夏
の
出
来
事
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。「
い
と
ど
し
く
」
は
、
男
の
六
番
歌
の
表
現
と
呼
応
す
る
。

一
五
番
歌
詞
書
に
よ
れ
ば
、
男
は
連
夜
、
女
の
許
へ
通
っ
て
い
な
い
、
い
や
、

通
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
房
事
の
場
所
は
、
前
段
の
状
況
か
ら
、
本
院
で
あ
っ

た
よ
う
に
読
め
る
。
以
後
、
二
五
番
歌
ま
で
贈
答
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
連
鎖

し
て
い
く
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
て
お
り
、
関
係
が
維
持
さ
れ
て

い
く
が
、
一
五
番
歌
で
身
体
接
触
の
な
い
時
は
涙
に
暮
れ
て
い
る
と
直
截
に
言

い
か
け
る
男
に
対
し
、
一
六
番
歌
は
自
分
へ
の
「
思
ひ
」
の
「
火
」
が
あ
る
な

ら
ば
離
れ
て
い
て
も
涙
の
袖
は
（
乾
い
て
）
濡
れ
な
い
で
し
ょ
う
と
、
女
は
い

さ
さ
か
意
地
悪
く
返
し
て
い
る
。
男
は
貴
女
を
抱
き
た
い
と
言
い
、
女
は
私
を

愛
し
て
い
る
の
は
分
か
る
け
れ
ど
…
と
、
そ
こ
に
冗
談
を
絡
め
る
。
贈
答
の
呼

吸
を
追
え
ば
、
女
の
手
管
の
ほ
う
が
一
枚
も
二
枚
も
上
手
で
あ
る
。

君
が
手
枕
触
れ
ぬ
宵
に
は
。（
一
五
）

返
し
、

我
が
た
め
に
思
ひ
し
あ
ら
ば
、
よ
そ

に
て
も
、
君
が
袂
は
ぬ
れ
じ
と
ぞ
思

ふ
。（
一
六
）

男
、

忍
び
つ
つ
、
長
き
夜
す
が
ら
恋
ひ
わ

び
て
、
涙
の
淵
と
浮
か
び
て
ぞ
経
る
。

（
一
七
）返

し
、

浮
か
び
て
も
君
は
寝
に
け
り
。
い
か

な
れ
ば
、
露
と
お
き
居
て
泣
き
明
か

す
ら
ん
。（
一
八
）

が
手
枕
触
れ
ぬ
宵
に
は
。（
一
五
）

返
し
、

我
が
た
め
に
思
ひ
し
あ
ら
ば
、
よ
そ

な
が
ら
、
君
が
袂
は
濡
れ
じ
と
ぞ
思

ふ
。（
一
六
）

男
、

忍
び
つ
つ
、
闇
の
夜
す
が
ら
恋
ひ
わ

び
て
、
涙
の
淵
と
浮
か
び
て
ぞ
寝
る
。

（
一
七
）返

し
、

浮
か
び
て
も
君
は
寝
に
け
り
。
い
か

な
れ
ば
、
い
つ
も
起
き
居
て
泣
き
明

か
す
ら
ん
。（
一
八
）
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一
七
番
歌
の
第
二
句
、
穂
久
邇
本
の
「
長
き
夜
す
が
ら
」
の
措
辞
は
、『
本

院
侍
従
集
』
の
例
が
古
い
が
、『
蜻
蛉
日
記
』（
中
巻
・
一
三
六
）
や
『
能
宣
集
』

（
西
本
願
寺
本
・
三
〇
八
、
御
所
本
三
十
六
人
集
本
・
三
六
二
）
の
長
歌
に
見
え
、

「
か
ら
こ
ろ
も
な
が
き
よ
す
が
ら
う
つ
こ
ゑ
に
わ
れ
さ
へ
ね
で
も
あ
か
し
つ
る

か
な
」（
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
三
五
・
資
綱
）
以
下
、
平
安
後
期
以
降
の
用

例
は
多
い
。
一
方
、「
闇
の
夜
す
が
ら
」
は
「
た
だ
ぢ
を
や
な
き
跡
ま
で
も
ま

よ
ふ
ら
ん
や
み
の
夜
す
が
ら
夢
に
み
え
つ
つ
」（
持
為
集
Ⅱ
・
六
八
、
題
「
夜

夢
」）
の
一
例
の
み
が
検
索
で
き
る
。「
夢
の
夜
す
が
ら
」
は
皆
無
で
あ
る
が
、

左
掲
の
よ
う
に
、
冷
泉
家
本
の
当
該
文
字
に
は
上
に
門
構
え
が
乗
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
な
け
れ
ば
「
夏
」
字
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
文
字
と
し
て
は
「
闇
」

な
の
で
あ
っ
て
、「
夢
」
と
は
読
め
な
い
。

書
陵
部
甲
本
が
「
夢
」
と
誤
写
し
、
そ
れ
が
影
響
し
て
翻
刻
誤
り
が
生
じ
た
か
。

「
闇
の
夜
す
が
ら
」
は
、
下
冷
泉
持
為
の
詠
作
例
が
存
す
る
こ
と
か
ら
も
中
世

的
な
表
現
と
言
え
る
。

同
歌
の
「
涙
の
淵
」
は
、「
あ
ま
の
が
は
あ
さ
く
ふ
み
つ
つ
わ
た
る
せ
に
か

へ
る
な
み
だ
の
ふ
ち
と
な
り
つ
つ
」（
家
持
集
・
二
〇
一
）、「
さ
だ
め
な
き
よ

を
き
く
こ
ろ
の
な
み
だ
こ
そ
そ
で
の
う
へ
な
る
ふ
ち
せ
な
り
け
れ
な
ど
の
」

（
伊
勢
集
・
二
二
一
、
詞
「（
ぶ
く
ぬ
ぎ
て
か
へ
り
し
）」
な
ど
の
表
現
か
ら
生

じ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
形
で
の
用
例
は
『
本
院
侍
従
集
』
が
早
く
、
以

降
、「
影
み
え
ぬ
な
み
だ
の
ふ
ち
の
こ
ろ
も
で
に
う
づ
ま
く
あ
わ
の
き
え
ぞ
し

ぬ
べ
き
」（
斎
宮
女
御
集
・
四
）、「
た
ま
さ
か
に
あ
ふ
せ
は
な
く
て
み
な
の
が

は
な
み
だ
の
ふ
ち
に
し
づ
む
こ
ひ
か
な
」（
肥
後
集
・
一
八
六
）、「
こ
ひ
わ
た

る
な
み
だ
の
ふ
ち
と
な
り
は
て
て
あ
ふ
せ
ま
れ
な
る
あ
ま
の
が
は
か
な
」（
初

度
本
金
葉
集
・
秋
・
二
四
〇
・
勝
超
）
と
継
承
さ
れ
る
。
一
八
番
歌
は
、
貴
方

は
寝
ら
れ
て
も
私
は
寝
ら
れ
な
か
っ
た
と
、
今
度
は
女
の
方
か
ら
愛
情
を
伝
え

る
。
一
七
番
歌
末
尾
は
「
寝
る
」
と
す
る
冷
泉
家
本
の
ほ
う
が
、
女
の
返
歌
と

整
合
的
で
は
あ
る
。

〔
冷
泉
家
本
・
一
七
番
歌
・
初
二
句
〕

〔
書
陵
部
本
・
一
七
番
歌
・
初
二
句
〕

〔
穂
久
邇
文
庫
本
〕

男
、

浮
か
び
て
も
袂
の
み
こ
そ
濡
れ
増
さ

れ
。
我
も
寝
ら
れ
ぬ
。
君
恋
ふ
る
夜

は
。（
一
九
）

女
、

嘆
き
つ
つ
、
あ
な
お
ぼ
つ
か
な
。
唐

衣
、
濡
れ
増
る
ら
ん
袖
を
見
ぬ
間
は
。

（
二
〇
）男

、

朝
ご
と
に
干
し
ぞ
わ
づ
ら
ふ
。
我
が

〔
冷
泉
家
本
〕

浮
か
び
て
も
袂
の
み
こ
そ
濡
れ
増
さ

れ
。
我
も
寝
ら
れ
ず
。
君
恋
ふ
る
夜

は
。（
一
九
）

女
、

嘆
き
つ
つ
、
あ
な
お
ぼ
つ
か
な
。
唐

衣
、
濡
れ
増
さ
る
ら
ん
袖
を
見
ぬ
間

は
。（
二
〇
）

男
、

朝
ご
と
に
干
し
ぞ
わ
び
ぬ
る
。
我
が
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＊
二
三
・
歌
…
冷
本
「
い
ひ
」
の
「
ひ
」
は
「
て
」
の
誤
写
か
。

＊
二
五
・
歌
…
穂
本
初
句
、
不
審
。

Ⅱ
の
続
き
。
な
お
も
露
（
涙
）
で
袖
が
「
濡
る
」
の
表
現
を
用
い
た
贈
答
が

続
く
。
重
要
な
の
は
、
一
五
番
歌
以
降
、
二
人
が
直
接
会
え
な
い
状
況
が
贈
答

の
前
提
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
体
は
成
り

立
っ
て
い
く
。
女
の
二
〇
番
歌
の
「
嘆
き
つ
つ
」、
会
え
な
い
こ
と
を
女
の
側

も
悲
し
ん
で
み
せ
る
。
女
の
二
二
番
歌
で
は
、
来
訪
が
無
い
の
は
他
に
通
う
先

が
あ
る
か
ら
で
は
と
、
男
の
薄
情
を
疑
う
（『
全
釈
』
は
、
顕
光
母
で
あ
る
元

長
（
元
平
）
親
王
女
と
の
結
婚
が
こ
の
時
期
か
と
す
る
）。
男
の
二
三
番
歌
は
、

後
朝
の
所
感
で
あ
り
、
女
の
返
歌
（
二
四
）
は
穂
久
邇
本
に
「
は
つ
ゆ
き
」
と

あ
る
本
文
が
も
し
正
し
け
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
冬
に
な
っ
て
い
る
。
二
四
〜
二

五
番
歌
贈
答
で
、
再
び
会
え
な
い
日
々
が
示
唆
さ
れ
、
二
五
番
歌
、
穂
久
邇
本

初
二
句
は
意
が
解
し
難
い
が
、
こ
こ
で
、
対
す
る
女
の
返
歌
は
無
い
。
そ
し
て

二
六
番
歌
は
逢
瀬
の
直
後
に
送
っ
た
歌
だ
が
、
退
出
が
早
く
、
曙
に
は
嘆
き
、

し
の
の
め
時
分
か
ら
声
を
出
し
て
泣
い
て
い
た
と
言
い
、
時
間
が
錯
綜
し
て
い

る
。
対
し
て
女
は
二
七
番
歌
で
、「
う
は
露
」
つ
ま
り
上
辺
だ
け
の
涙
で
は
と

袖
は
、
夜
な
夜
な
ご
と
に
そ
ほ
ち
増

さ
れ
ば
。（
二
一
）

返
し
、

干
す
人
も
あ
り
と
こ
そ
聞
け
。
唐
衣
、

薄
く
な
り
行
く
人
の
袂
は
。（
二
二
）

男
、
返
し
、

人
知
れ
ず
有
明
の
月
と
出
で
し
か
ば
、

露
も
我
が
身
も
、
お
き
ぞ
増
さ
れ
る
。

（
二
三
）女

、
返
し
、

夜
な
夜
な
に
な
り
ぬ
と
思
ふ
。
は
つ

ゆ
き
の
、
濡
る
ら
ん
袖
も
、
あ
ら
じ

と
ぞ
思
ふ
。（
二
四
）

男
、
返
し
、

つ
み
に
の
み
添
は
ぬ
夜
聞
く
は
、
夜

ご
と
に
、
露
の
お
き
居
て
、
明
か
し

こ
そ
す
れ
。（
二
五
）

ま
た
男
、
出
で
て
、
す
な
は
ち
、

ほ
の
ぼ
の
と
明
け
行
く
程
は
、
う
ち

嘆
き
、
し
の
の
め
よ
り
ぞ
音
は
泣
か

れ
け
る
。（
二
六
）

袖
は
、
夜
々
ご
と
に
そ
ほ
ち
増
さ
れ

ば
。（
二
一
）

返
し
、

干
す
人
も
あ
り
と
こ
そ
聞
け
。
唐
衣
、

薄
く
な
り
行
く
人
の
た
め
に
は
。

（
二
二
）男

、

人
知
れ
ず
有
明
の
月
の
い
ひ
し
か
ば
、

露
ぞ
我
が
身
に
お
き
増
さ
り
け
る
。

（
二
三
）返

し
、

夜
な
夜
な
に
な
り
ぬ
と
思
へ
ば
、
露

の
お
き
て
、
濡
る
ら
ん
袖
も
、
あ
ら

じ
と
ぞ
思
ふ
。（
二
四
）

返
し
、
男
、

君
が
身
に
添
は
ぬ
ば
か
り
を
、
宵
ご

と
に
、
露
の
お
き
居
て
、
明
か
し
こ

そ
す
れ
。（
二
五
）

男
、
出
で
て
、
す
な
は
ち
、

ほ
の
ぼ
の
と
明
け
行
く
程
は
、
う
ち

嘆
き
、
し
の
の
め
よ
り
ぞ
音
は
泣
か

れ
け
る
。（
二
六
）

女
、
返
し
、

な
ほ
ざ
り
に
、
し
の
の
め
よ
り
ぞ
明

け
く
れ
ば
、
う
は
露
ば
か
り
置
く
と

言
ふ
な
る
。（
二
七
）

返
し
、
女
、

な
ほ
ざ
り
に
、
し
の
の
め
よ
り
は
明

け
く
れ
ば
、
う
は
露
ば
か
り
置
く
と

見
え
け
る
。（
二
七
）
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相
手
を
突
き
放
し
て
お
り
、
二
人
の
間
に
隙
間
風
が
吹
き
始
め
た
感
が
あ
る
。

五

奪
わ
れ
た
女
、
破
局
の
後
（
Ⅲ
）

〔
穂
久
邇
本
〕

か
く
て
住
み
た
ま
ふ
程
に
、
こ

の
女
、
ま
た
人
に
、
盗
み
て
去

に
け
れ
ば
、
女
、
い
み
じ
う
嘆

き
た
ま
ひ
て
、
女
、
あ
は
れ
と

思
ひ
て
な
む
、
か
く
言
ひ
遣
り

け
る
。

世
の
中
を
思
ふ
も
苦
し
。
思
は
じ
と

思
ふ
も
、身
に
は
病
な
り
け
り
。（
二

八
）

男
、
返
し
、

忍
ぶ
れ
ど
、
な
ほ
忘
ら
れ
ず
。
思
ほ

ゆ
る
病
は
君
に
我
ぞ
増
さ
れ
る
。

（
二
九
）女

、

思
は
ず
に
あ
る
世
の
中
の
、
苦
し
き

に
、
増
さ
る
病
は
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
。

〔
冷
泉
家
本
〕

か
く
て
住
み
わ
た
り
た
ま
ふ
程

に
、
こ
の
女
を
よ
ば
ふ
人
、
盗

み
持
て
去
に
け
れ
は
、
男
君
、

い
み
じ
う
泣
き
た
ま
ひ
け
れ
ば
、

女
、
聞
き
て
、
あ
は
れ
と
思
ひ

て
、
か
く
な
ん
言
ひ
遣
れ
り
け

る
。

世
の
中
を
思
ふ
も
苦
し
。
思
は
じ
と

思
ふ
も
、身
に
は
病
な
り
け
り
。（
二

八
）

男
、
返
し
、

忍
ぶ
れ
ど
、
な
ほ
忘
ら
れ
ず
。
思
ほ

ゆ
る
病
ぞ
君
に
我
は
増
さ
れ
る
。

（
二
九
）ま

た
女
、

思
は
ず
に
あ
る
世
の
中
の
、
苦
し
き

に
、
増
さ
る
病
は
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
。

（
三
〇
）こ

の
女
、
内
に
ま
か
り
け
れ
ば
、

い
と
い
み
じ
う
遠
く
て
、
嘆
き

た
ま
ひ
け
る
。
久
し
う
あ
り
て
、

女
言
ひ
た
り
け
る
、

我
が
身
ゆ
ゑ
憂
し
と
は
思
ひ
置
き
な

が
ら
、
つ
ら
き
は
人
の
心
な
り
け
り
。

（
三
一
）返

し
、

身
の
憂
き
と
思
ひ
知
り
ぬ
る
も
の
な

ら
ば
、
つ
ら
き
心
を
何
か
恨
み
む
。

（
三
二
）か

く
て
、
こ
の
女
、
服
に
な
り

給
ひ
ぬ
と
聞
き
て
、
と
ぶ
ら
ひ

き
こ
え
た
る
返
事
に
、「
い
つ

も
時
雨
は
」
と
の
た
ま
ひ
け
れ

ば
、

我
さ
へ
ぞ
袖
は
露
け
き
。
藤
衣
、
君

織
り
截
ち
て
着
る
と
聞
く
に
は
。

（
三
三
）返

し
、

（
三
〇
）こ

の
女
、
内
に
参
り
に
け
れ
ば
、

い
と
い
み
じ
と
思
ひ
て
ぞ
泣
き

た
ま
ひ
け
る
。
久
し
く
あ
り
て
、

女
言
ひ
け
る
に
や
。

我
が
身
ゆ
ゑ
憂
き
と
は
思
ひ
お
き
な

が
ら
、
つ
ら
き
は
人
の
心
な
り
け
り
。

（
三
一
）返

し
、

身
の
憂
さ
を
思
ひ
知
り
ぬ
る
も
の
な

ら
ば
、
つ
ら
き
心
は
何
か
恨
み
ん
。

（
三
二
）か

く
て
こ
の
君
、
女
、
親
の
御

服
に
な
り
た
ま
ひ
ぬ
と
聞
き
て
、

と
ぶ
ら
ひ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ

け
る
御
返
事
に
、「
い
つ
も
時

雨
は
」
と
の
た
ま
へ
り
け
る
に
、

女
、

我
さ
へ
ぞ
袖
は
露
け
き
。
藤
衣
、
君

織
り
截
ち
て
濡
る
と
聞
き
し
に
。

（
三
三
）返

し
、
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＊
二
八
詞
…
穂
本
「
女
」
は
「
男
」
の
誤
り
か
。

Ⅲ
に
い
た
っ
て
、
次
郎
君
と
女
と
の
恋
は
急
展
開
、
い
や
破
綻
を
見
せ
る
。

す
な
わ
ち
、
女
が
「
ま
た
人
」（
穂
久
邇
本
）、「
こ
の
女
を
よ
ば
ふ
人
」（
冷
泉

家
本
）
に
盗
み
出
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
、
次
掲
『
一
条
摂

政
御
集
』「
と
よ
か
げ
」
に
載
る
贈
答
と
状
況
が
符
合
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
兼

通
の
一
歳
年
上
の
同
母
兄
、
伊
尹
と
考
え
ら
れ
る
。

と
よ
か
げ
、
な
か
の
み
か
ど
わ
た
り
な
り
け
る
を
ん
な
を
、
い
と
し

の
び
て
は
か
な
き
と
こ
ろ
に
ゐ
て
ま
か
り
て
、
か
へ
り
て
あ
し
た
に

か
ぎ
り
な
く
む
す
び
お
き
つ
る
く
さ
ま
く
ら
こ
の
た
び
な
ら
ず
お
も
ひ
わ

す
る
なか

へ
し

く
さ
ま
く
ら
む
す
ぶ
た
び
ね
を
わ
す
れ
ず
は
う
ち
と
け
ぬ
べ
き
こ
こ
ち
こ

そ
す
れ

（
三
一
〜
三
二
）

破
局
・
失
恋
し
た
次
郎
君
に
対
し
て
、
今
ま
で
と
は
逆
に
、
女
か
ら
歌
が
送

ら
れ
て
く
る
。
女
の
二
八
番
歌
は
、
仕
方
な
か
っ
た
と
の
言
い
訳
め
い
た
慰
め

だ
が
、
二
九
〜
三
〇
番
歌
と
続
け
て
、
表
出
さ
れ
る
「
苦
し
」「
病
」
の
語
句

に
は
、
六
〜
八
番
歌
で
の
や
り
と
り
が
想
起
さ
れ
て
こ
よ
う
。
三
〇
番
歌
に
対

し
て
、
次
郎
君
は
返
歌
を
し
て
い
な
い
。
返
し
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
一
番
歌
詞
書
に
は
、
女
が
内
裏
に
入
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
女
御
慶
子

に
伺
候
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
、
慶
子
が
内
裏
へ
移
徙
す
る
の
に
伴
い
本
院
か

ら
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
郎
君
は
、
容
易
く
接
近
で
き
な
く
な
る
。「
久
し
」

と
は
ど
れ
ほ
ど
時
間
を
措
い
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
数
箇
月
か
。
そ
し
て
女
か

ら
同
情
、
と
い
う
よ
り
も
、
貴
方
の
辛
さ
は
自
分
の
せ
い
だ
と
分
か
っ
て
い
る

け
れ
ど
、
貴
方
も
私
を
し
っ
か
り
捕
ら
え
て
い
な
か
っ
た
と
言
う
、
半
ば
言
い

訳
め
い
た
内
容
の
歌
（
三
一
）
が
来
て
、
次
郎
君
は
、
貴
女
が
本
当
に
私
の
気

持
ち
を
分
か
っ
て
い
る
な
ら
、
貴
女
の
仕
打
ち
を
恨
ま
な
い
の
だ
が
と
言
う
、

反
語
の
歌
を
返
す
（
三
二
）。

さ
て
次
郎
君
の
母
盛
子
が
天
慶
六
年
九
月
十
二
日
に
死
去
、
三
三
〜
三
四
番

歌
は
そ
の
服
喪
中
の
、
女
か
ら
の
弔
問
歌
と
返
歌
で
あ
る
。
三
三
番
歌
詞
書
に

記
す
次
郎
君
の
返
事
「
い
つ
も
時
雨
は
」
は
、『
源
氏
物
語
』
葵
巻
、
幻
巻
の

引
歌
と
し
て
『
源
氏
釈
』
以
下
の
注
釈
書
が
掲
げ
る
「
神
無
月
い
つ
も
時
雨
は

降
り
し
か
ど
か
く
袖
く
ら
す
（
か
く
袖
ひ
た
す
）
折
は
無
か
り
き
」
と
考
え
ら

れ
る
（『
新
注
』）。
親
の
死
に
直
面
し
、
深
い
嘆
き
を
初
め
て
経
験
し
た
と
言

う
次
郎
君
の
歌
は
社
交
辞
令
的
で
あ
り
、二
人
の
恋
愛
は
完
全
に
終
息
し
、「
い

と
こ
」
同
士
の
関
係
に
落
着
し
た
か
の
ご
と
く
見
え
る
。「
い
と
こ
」
は
父
系

の
み
な
ら
ず
母
系
を
も
称
す
る
語
で
あ
る
。
従
来
は
師
輔
の
兄
弟
の
女
子
を
候

補
と
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
盛
子
の
死
を
悼
む
と
こ

ろ
か
ら
、
母
方
の
従
姉
妹
も
候
補
に
加
え
再
検
討
す
べ
き
か
。

音
に
の
み
聞
き
わ
た
り
つ
る
藤
衣
、

深
く
悲
し
と
、今
ぞ
知
り
ぬ
る
。（
三

四
）

音
に
の
み
聞
き
わ
た
り
つ
る
藤
衣
、

深
く
わ
び
し
と
、
今
ぞ
知
り
ぬ
る
。

（
三
四
）
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六

破
恋
者
次
郎
君
へ
の
問
訊
（
Ⅳ
）

＊
三
九
・
歌
…
冷
本
「
知
ら
ず
」、
原
表
記
「
く
ら
す
」
の
「
く
」
を
「
之
」

に
直
す
か
。

＊
三
九
・
左
注
…
穂
本
「
大
納
言
」
は
「
中
納
言
」
の
誤
り
か
。

三
九
番
歌
左
注
に
兵
衛
佐
に
な
っ
た
頃
と
あ
り
、
既
述
の
通
り
Ⅳ
は
天
暦
二

年
五
月
十
二
日
頃
、
兼
通
は
二
十
四
歳
、
破
局
か
ら
五
年
ほ
ど
経
過
し
た
時
点

と
な
る
。
た
だ
し
三
七
〜
三
九
番
歌
で
は
「
初
秋
」「
秋
」
の
植
物
が
話
題
と

さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
天
暦
元
年
の
秋
頃
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
女
の

友
達
・
御
達
は
、
本
院
侍
従
の
同
輩
・
同
僚
と
考
え
る
の
が
自
然
で
、
女
御
慶

子
に
仕
え
る
女
房
た
ち
で
あ
ろ
う
（
慶
子
は
天
暦
五
年
十
月
九
日
に
死
去
す

る
）。
冷
泉
家
本
三
七
番
歌
詞
書
の
「
女
の
御
方
」
は
、
あ
る
い
は
「
女
御
」

〔
穂
久
邇
本
〕

女
友
達
の
も
と
よ
り
、
次
郎
君

の
も
と
に
、「
こ
の
女
の
、
ほ

か
ざ
ま
に
な
り
に
た
る
、
い
か

に
思
す
ら
む
」
と
て
、

ほ
か
ざ
ま
に
靡
く
を
見
れ
ば
、
塩
竃

の
煙
や
い
と
ど
燃
え
わ
た
る
ら
ん
。

（
三
五
）返

し
、

塩
竃
の
燃
ゆ
る
煙
も
無
き
も
の
を
、

か
ら
き
無
き
名
も
立
つ
が
わ
び
し
さ
。

（
三
六
）と

あ
れ
ば
、「
ま
づ
思
す
ら
ん

こ
と
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
」
と
て
、

御
方
の
御
達
の
言
ひ
遣
る
、

初
秋
の
花
の
心
を
、
程
も
無
く
移
ろ

ふ
色
を
、い
か
に
見
る
ら
ん
。（
三
七
）

男
、
返
し
、

時
分
か
ず
垣
ほ
に
生
ふ
る
撫
子
は
、

〔
冷
泉
家
本
〕

こ
の
女
の
友
だ
ち
の
も
と
よ
り
、

「
次
郎
君
の
、
元
の
女
の
、
こ

と
ざ
ま
に
な
り
た
る
こ
と
、
い

か
に
思
す
ら
ん
」
と
て
、

ほ
か
ざ
ま
に
靡
く
を
見
つ
つ
、
塩
竃

の
煙
は
い
と
ど
燃
え
増
さ
る
ら
ん
。

（
三
五
）返

し
、
男
、

塩
竃
の
燃
ゆ
る
煙
も
あ
る
も
の
を
、

か
ら
き
嘆
き
を
焚
く
が
わ
び
し
さ
。

（
三
六
）と

あ
れ
ば
、「
な
ほ
思
す
ら
ん

と
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
」
と
て
、
女

の
御
方
の
御
達
の
言
ひ
遣
る
。

初
秋
の
花
の
心
を
、
程
も
な
く
移
ろ

ふ
色
を
、い
か
に
見
る
ら
ん
。（
三
七
）

返
し
、

時
分
か
ず
垣
ほ
に
生
ふ
る
撫
子
は
、

う
つ
ろ
ふ
秋
の
程
も
知
ら
ぬ
を
。

（
三
八
）ま

た
返
し
、

色
変
は
る
萩
の
下
葉
も
あ
る
も
の
を
、

い
か
で
か
秋
を
知
ら
ず
て
ふ
ら
ん
。

（
三
九
）と

言
ひ
遣
る
。

そ
の
頃
、
兵
衛
の
佐
に
な
り
給

ひ
に
け
り
。
堀
河
大
納
言
と
か

や
。

移
ろ
ふ
程
の
秋
も
知
ら
ぬ
を
。（
三

八
）

ま
た
返
し
、

色
変
は
る
萩
の
下
葉
も
あ
る
も
の
を
、

い
か
で
か
秋
を
知
ら
ず
と
言
ふ
ら
ん
。

（
三
九
）そ

の
頃
、
男
君
、
兵
衛
佐
に
な

り
給
へ
り
。

今
は
堀
河
の
中
納
言
と
か
や
。
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の
方
な
の
か
も
し
れ
ず
、
と
も
あ
れ
本
院
侍
従
の
主
家
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

三
五
〜
三
六
番
歌
贈
答
は
、
失
恋
な
さ
っ
た
け
れ
ど
ま
だ
思
い
が
あ
る
の
で
は

と
、
意
地
悪
く
尋
ね
て
来
た
の
に
対
し
、「
塩
竃
」「
か
ら
き
」
の
縁
語
を
効
か

せ
た
、
水
準
の
歌
を
返
し
て
い
る
。
三
六
番
歌
は
穂
久
邇
本
と
冷
泉
家
本
に
大

き
な
本
文
異
同
が
あ
る
。
穂
久
邇
本
で
は
、
も
う
恋
慕
の
情
は
無
い
と
言
う
。

冷
泉
家
本
で
は
、
ま
だ
恋
慕
の
火
は
燃
え
て
い
る
と
言
い
、「
き
（
木
）」
を
「
焚

く
」
と
、
こ
こ
に
も
掛
詞
を
用
い
、
さ
ら
に
手
の
込
ん
だ
歌
に
仕
立
て
る
。

次
郎
君
は
、
和
歌
が
上
達
し
て
い
る
。
三
七
番
歌
以
下
の
贈
答
も
、
次
郎
君

に
対
し
て
辛
辣
だ
が
、
女
の
気
持
ち
も
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
と
、
純
情
に
、

し
か
し
、
し
た
た
か
に
答
え
て
み
せ
た
。
三
九
番
歌
は
御
達
か
ら
の
、
こ
れ
ま

た
意
地
悪
な
返
歌
。
し
か
し
、「
い
と
こ
」
と
の
恋
の
経
験
を
通
し
、
次
郎
君

は
成
長
を
果
た
し
た
。

末
尾
文
の
官
は
冷
泉
家
本
が
正
し
い
。
同
本
は
巻
末
に
、
兼
通
の
履
歴
を
付

載
す
る
。
権
中
納
言
の
在
任
は
、
天
禄
三
年
の
限
ら
れ
た
期
間
、
兼
通
が
関
白
、

内
大
臣
に
昇
進
す
る
直
前
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
一
の
人
と
な
る
人
物
の
、
若
き

日
の
恋
の
顚
末
と
い
う
種
明
か
し
が
、
こ
こ
で
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し

穂
久
邇
文
庫
本
が
、
強
ち
誤
り
と
も
限
る
ま
い
。
も
と
も
と
、
態
と
中
納
言
を

大
納
言
に
記
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
私
家
集
に
は
そ
う
い
う
事
例

も
、
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
の
藤
原

隆
信
の
表
示
な
ど
）。

七

ど
う
読
め
る
か

穂
久
邇
文
庫
本
（
系
）
と
冷
泉
家
本
の
関
係
に
つ
い
て
、『
和
歌
文
学
大
辞

典
』
が
「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
の
系
統
に
は
よ
り
古
い
形
の
本
文
が
残
さ
れ
」

（「
本
院
侍
従
集
」
項
、
藤
川
晶
子
執
筆
）
と
記
す
よ
う
に
、
後
者
を
古
態
と
み

る
説
が
近
年
で
は
定
着
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
新
注
』
の
解
説
が
「
底
本
（
兼

築
注
：
冷
泉
家
本
）
の
方
が
よ
り
古
い
形
の
本
文
を
持
つ
と
思
し
き
例
が
い
く

つ
か
存
す
る
」
と
記
し
、
冷
泉
家
本
の
本
文
が
穂
久
邇
文
庫
本
に
対
し
優
れ
て

い
る
点
を
指
摘
し
た
こ
と
を
受
け
て
い
る
（
藤
川
も
『
新
注
』
著
者
の
一
人
で

あ
る
）。
冷
泉
家
本
の
影
印
解
題
（
片
桐
洋
一
執
筆
）
で
は
、「
一
方
が
一
方
を

物
語
化
し
た
と
い
う
よ
う
な
関
係
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
形
で
、
よ
り
物
語
的
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、『
全
釈
』
の
解
説
「
現
存
本
「
本
院
侍
従
集
」
の
諸
本
に
つ
い
て
」

の
別
表
Ⅱ
は
、
冷
泉
家
本
の
転
写
本
で
あ
る
書
陵
部
甲
本
（
霊
元
天
皇
筆
）
を

「
⒜
霊
元
天
皇
に
よ
る
改
変
か

⒝
本
来
の
姿
か
」
と
注
記
し
、
系
統
図
中
の

位
置
付
け
を
保
留
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
後
、
室
町
中
期
写
の
冷
泉
家
本

が
出
現
し
た
た
め
、
霊
元
天
皇
に
よ
る
改
変
は
あ
り
得
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、

冷
泉
家
本
の
方
を
改
変
と
見
る
考
え
方
も
、
あ
り
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
思
え
ば
、
今
ま
で
吟
味
し
て
き
た
ご
と
く
、
総
じ
て
冷
泉
家
本
の
方
が

整
備
・
洗
練
さ
れ
た
本
文
を
有
し
て
い
る
の
に
対
し
、
穂
久
邇
本
に
は
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
な
い
箇
所
が
認
め
ら
れ
た
。
七
〜
八
番
歌
の
「
寝
ぬ
る
夜
」（
穂
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本
）
と
「
ね
ぬ
な
は
」（
冷
本
）、
一
七
番
歌
の
「
長
き
夜
す
が
ら
」（
穂
本
）

と
「
闇
の
夜
す
が
ら
」（
冷
本
）
な
ど
は
、
洗
練
の
典
型
例
で
あ
る
。
そ
の
一

方
で
両
系
統
本
間
は
同
文
的
要
素
も
強
く
、
つ
ま
り
そ
れ
は
、
冷
泉
家
本
影
印

解
題
が
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
元
本
を
物
語
化
し
た
と
い
う
の
で
は
な

く
、
単
純
に
一
方
が
一
方
を
書
き
改
め
た
と
考
え
る
ほ
う
が
、
理
解
し
易
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、
よ
り
整
備
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
た
方
が
後
出

で
あ
る
と
、
普
通
は
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
穂
久
邇
本
の
本
文

の
ほ
う
が
古
く
、
冷
泉
家
本
は
そ
れ
を
改
変
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
一
七
番

歌
の
「
闇
の
夜
す
が
ら
」
も
、
冷
泉
家
本
が
中
世
的
で
あ
る
証
左
と
言
え
る
。

冷
泉
家
本
の
九
番
歌
傍
記
に
「
字
落
歟
／
自
筆
の
本
の
ま
ゝ
」
と
あ
る
「
自
筆

の
本
」
は
、
親
本
の
本
文
に
つ
い
て
冷
泉
家
本
書
写
者
が
記
し
た
の
か
、
祖
本

の
注
記
が
転
写
さ
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

『
本
院
侍
従
集
』
か
ら
勅
撰
集
に
採
ら
れ
た
歌
は
十
五
首
あ
る
（
一
首
『
続

古
今
集
』
内
で
重
出
）。
こ
れ
ら
の
本
文
を
穂
久
邇
本
・
冷
泉
家
本
と
比
較
し

て
み
た
が
、
ど
ち
ら
の
系
統
に
拠
っ
た
か
、
明
瞭
な
結
果
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。

入
集
に
際
し
、
勅
撰
集
の
撰
者
が
本
文
を
改
め
る
場
合
も
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ

し
一
七
番
歌
は
、
二
条
為
定
が
撰
者
の
『
新
千
載
集
』
に
入
集
す
る
が
（
恋
二
・

一
一
八
一
）、
第
二
句
は
「
長
き
夜
す
が
ら
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
穂
久
邇

文
庫
本
系
統
に
「
右
此
本
ハ
二
条
家
為
定
以
自
筆
正
本
写
之
」
の
飛
鳥
井
雅
教

元
奥
書
を
付
す
伝
本
が
存
す
る
こ
と
（『
全
釈
』）
と
符
合
す
る
。
な
お
勅
撰
集

お
よ
び
私
撰
集
入
集
歌
と
の
対
校
結
果
は
一
覧
に
し
て
、
本
稿
末
に
付
載
し
て

お
く
。

冷
泉
家
本
は
定
家
仮
名
遣
い
で
あ
る
。『
集
目
録
』
に
定
家
所
持
の
『
本
院

侍
従
集
』
が
記
載
さ
れ
、『
新
古
今
集
』『
新
勅
撰
集
』
の
撰
集
資
料
と
し
て
同

集
が
定
家
の
手
元
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
冷
泉
家
本
が
そ
の
本
と
直
接

結
び
つ
く
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
土
佐
日
記
』
の
藤
原
為
家
筆
本
（
大

阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
）
は
、
紀
貫
之
自
筆
本
忠
実
に
書
写
し
た
本
だ
が
、

そ
の
本
文
を
持
ち
な
が
ら
定
家
仮
名
遣
い
に
改
変
さ
れ
た
伝
本
が
、
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
冷
泉
為
綱
書
写
本
（
一
五
〇
│
七
四
三
）
な
ど
存
在
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
定
家
自
身
な
ら
ず
と
も
、
写
本
を
定
家
仮
名
遣
い
化
す
る
こ
と
は
あ

り
得
る
。
し
か
し
冷
泉
家
本
は
、
末
尾
に
兼
通
の
経
歴
・
勘
物
を
付
す
。
こ
の

よ
う
な
勘
物
は
、『
土
佐
日
記
』
や
『
更
級
日
記
』
の
定
家
筆
本
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
「
闇
の
夜
す
が
ら
」（
一
七
）
が
中
世
的
な
匂
い
を
発
す
る
こ
と
を
思

い
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
平
安
期
の
古
態
は
穂
久
邇
本
に
留
め
ら
れ
て
お
り
、
冷

泉
家
本
は
そ
れ
を
中
世
に
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
浮
上
し
て
く

る
。
そ
れ
を
定
家
が
な
し
た
可
能
性
も
、
強
ち
否
定
は
で
き
な
い
。

『
本
院
侍
従
集
』
の
主
人
公
は
、
次
郎
君
、
兼
通
で
あ
る
。「
じ
ゞ
う
」
集
な

の
で
は
な
く
、『
一
条
摂
政
御
集
』「
と
よ
か
げ
」
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ら
、
実

は
「
じ
ら
う
」
集
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
（「
ゝ
」
と
「
ら
」
は
誤
写
さ
れ
や

す
い
）
と
、
つ
い
妄
想
し
て
み
た
く
も
な
る
。
そ
の
問
題
は
さ
て
措
く
と
し
て
、

本
集
の
時
間
的
経
緯
は
、
兼
通
の
実
人
生
に
照
ら
し
矛
盾
な
く
読
む
こ
と
が
で

き
、
実
録
性
が
非
常
に
高
い
。
そ
し
て
そ
の
内
容
は
、「
い
と
こ
」
の
女
に
迫
り
、

房
事
を
遂
げ
る
も
、
お
そ
ら
く
実
兄
（
伊
尹
）
に
奪
わ
れ
て
破
局
、
女
か
ら
歌

で
慰
め
ら
れ
た
り
、
し
ば
ら
く
経
っ
て
女
の
知
友
か
ら
失
恋
の
心
境
を
問
訊
さ
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れ
た
り
と
、
端
的
に
言
え
ば
「
格
好
悪
い
」
恋
の
顚
末
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
一
度
、
家
集
内
に
展
開
す
る
時
間
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

一
・
詞
…
兼
通
十
八
歳
（
穂
本
）
＝
天
慶
五
年
（
天
慶
六
年
正
月
七
日

叙
爵
以
前
）

一
〇
・
歌
…
夏
の
夜

一
四
・
歌
…
夏
の
夜

一
七
・
歌
…
長
き
夜
す
が
ら
（
穂
本
）、
闇
の
夜
す
が
ら
（
冷
本
）
…
秋
？

二
四
・
歌
…
は
つ
ゆ
き
（
穂
本
）
…
冬
？

二
八
・
詞
…
（
女
を
奪
わ
れ
る
）

三
一
・
詞
…
「
久
し
う
あ
り
て
」（
穂
本
）、「
久
し
く
あ
り
て
」（
冷
本
）

三
三
・
詞
…
天
慶
六
年
九
月
十
二
日
…
兼
通
母
藤
原
盛
子
没

三
七
・
歌
…
初
秋
（
三
八
〜
三
九
・
歌
も
秋
を
詠
む
）

三
九
・
左
注
…
天
暦
二
年
五
月
十
二
日
…
兼
通
任
左
兵
衛
佐

最
末
文
…
天
禄
三
年
閏
二
月
十
九
日
〜
十
一
月
二
十
七
日
以
前
…
兼
通
権

中
納
言
在
任

と
こ
ろ
で
堤
和
博
は
本
集
に
つ
い
て
、「
兼
通
を
貶
め
る
意
図
が
働
い
た
」

と
読
み
、「
兼
通
は
伊
尹
の
後
継
者
と
し
て
相
応
し
い
人
物
で
は
な
い
こ
と
を
、

文
学
の
上
で
示
そ
う
と
し
た
の
が
『
本
院
侍
従
集
』
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、

「
兼
通
を
貶
め
よ
う
と
す
る
兼
家
の
意
向
を
受
け
て
編
ま
れ
た
」
と
す
る
推
考

を
提
示
し
た
）
21
（

。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
「
政
治
的
意
図
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

政
敵
の
若
き
日
の
恋
の
失
敗
を
暴
露
す
る
と
い
う
手
の
込
ん
だ
操
作
を
、
こ
の

よ
う
に
完
成
度
の
高
い
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
一
体
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
向
け
て
な
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
誹
謗
中
傷
の
効
果
は
、
果

た
し
て
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

翻
っ
て
、貴
公
子
の
十
代
の
恋
が
不
首
尾
に
終
わ
る
こ
と
は
、果
た
し
て
「
格

好
悪
い
」
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
論
証
は
な
か
な
か
に
難
し
い
が
、
兼
通
の
歌

は
、
女
そ
し
て
友
達
・
御
達
と
の
贈
答
を
通
じ
て
揉
ま
れ
、
鍛
え
ら
れ
、
明
ら

か
に
上
達
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
い
わ
ば
、
次
郎
君
十
代
の

恋
を
通
し
て
の
成
長
、
そ
し
て
真
摯
で
誠
実
、
一
途
で
純
情
な
人
柄
が
描
出
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
院
侍
従
は
、
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
七
月
二
六

日
に
死
去
し
た
元
良
親
王
と
の
間
で
贈
答
を
交
わ
し
て
い
る
（『
栄
花
物
語
』

「
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
」、『
古
本
説
話
集
』「
元
良
御
子
事
」、
新
後
拾
遺
集
・
恋

三
・
一
一
四
九
。
な
お
同
歌
は
、
元
良
親
王
集
・
三
に
も
載
る
が
、
作
者
名
は

示
さ
れ
な
い
）。「
来
や
来
や
と
待
つ
夕
暮
れ
と
今
は
と
て
帰
る
あ
し
た
と
い
づ

れ
ま
さ
れ
り
」
と
、
親
王
が
「
あ
ま
た
」
の
女
性
に
贈
っ
た
中
で
、
本
院
侍
従

は
「
夕
暮
れ
は
た
の
む
心
に
慰
め
つ
か
へ
る
あ
し
た
ぞ
わ
び
し
か
る
べ
き
」
と

返
歌
し
た
と
い
う
。
本
院
侍
従
は
説
話
化
の
中
で
多
く
の
虚
像
を
呈
す
る
が
、

こ
の
親
王
と
の
贈
答
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
既
に
歌
名
あ
る
女
に
、
青
年
兼
通
は

挑
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
貴
公
子
の
若
き
日
の
恋
は
、
必
ず
し
も
う
ま
く
い
く
と

は
限
ら
な
い
。『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
源
氏
の
君
が
典
例
で
あ
る
。

『
本
院
侍
従
集
』
の
「
今
」
が
、
兄
伊
尹
が
十
一
月
一
日
に
死
去
す
る
天
禄

三
年
、
そ
の
閏
二
月
十
九
日
以
降
十
一
月
二
十
七
日
以
前
の
、
兼
通
が
権
中
納

言
で
あ
っ
た
期
間
に
絞
ら
れ
る
こ
と
は
、
や
は
り
意
味
深
長
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
本
集
は
、
堤
和
博
の
所
説
と
は
逆
に
、
兼
通
を
称
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揚
・
賛
美
す
る
作
品
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
、
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

貴
公
子
の
若
き
恋
が
時
に
不
首
尾
に
終
わ
る
例
に
『
源
氏
物
語
』
を
掲
げ
た

が
、
本
稿
第
一
節
に
述
べ
た
通
り
、『
本
院
侍
従
集
』
を
所
持
し
た
人
物
に
紫

式
部
の
祖
父
と
考
え
ら
れ
る
藤
原
為
信
が
い
る
。
三
三
番
歌
詞
書
の
次
郎
君
の

言
葉
に
は
、『
源
氏
物
語
』
と
同
一
の
引
歌
が
認
め
ら
れ
た
。
思
え
ば
源
氏
の

君
は
、
桐
壺
帝
の
「
次
郎
君
」
で
あ
る
。
本
集
が
紫
式
部
の
手
に
渡
り
、
源
氏

の
君
の
造
型
に
何
等
か
の
示
唆
を
与
え
た
と
の
妄
想
を
巡
ら
し
て
み
た
い
誘
惑

に
か
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
は
慎
ん
で
お
こ
う
。

し
か
し
、『
為
信
集
』
に
お
い
て
尼
か
ら
所
望
さ
れ
る
『
本
院
侍
従
集
』
は
、

女
性
が
恋
の
主
導
権
を
終
始
握
る
家
集
と
し
て
、
女
性
た
ち
に
注
目
さ
れ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
若
き
貴
公
子
を
翻
弄
す
る
女
の
人
物
像
は
、
確
か
に
、
場

合
に
よ
っ
て
は
「
悪
女
」
と
称
し
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
後
に

天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
三
月
『
内
裏
歌
合
』
出
詠
の
栄
に
浴
す
る
高
名
な
女
性

歌
人
を
恋
の
相
手
に
歌
を
詠
み
交
わ
し
、
破
局
す
る
と
は
言
え
、
い
っ
た
ん
関

係
を
と
り
結
ん
だ
こ
と
は
、
若
き
日
の
恋
の
勲
章
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
あ
る

ま
い
。
そ
の
よ
う
な
見
方
、
読
み
方
で
本
集
を
捉
え
直
す
一
案
を
、
こ
こ
に
提

示
し
て
お
き
た
い
。

注

（
１

）
稲
賀
敬
二
「
悪
女
の
条
件
│
本
院
侍
従
│
」（『
国
文
学
』
二
〇
│
一
六
、
一
九
七
五

年
一
二
月
）、
鈴
木
紀
子
「
王
朝
文
学
の
〈
悪
女
〉
│
本
院
侍
従
を
中
心
に
│
」（『〈
悪

女
〉
の
文
化
誌
』
二
〇
〇
五
年
、
晃
洋
書
房
）
な
ど
。

（
２

）
目
加
田
さ
く
を
・
中
嶋
眞
理
子
『
本
院
侍
従
集
全
釈
』（
一
九
九
一
年
、
風
間
書
房
）。

（
３

）
片
桐
洋
一
・
三
木
麻
子
・
藤
川
晶
子
・
岸
本
理
恵
『
海
人
手
子
良
集
本
院
侍
従

集
義
孝
集
新
注
』（
二
〇
一
〇
年
、
青
簡
舎
）。

（
４

）
注（
２

）（
３

）の
二
書
の
ほ
か
、
田
中
初
夫
『
考
注
伊
勢
集
及
本
院
侍
従
集
』（
一
九

五
六
年
、
竜
門
山
房
）
が
あ
る
。
伊
藤
一
男
「『
本
院
侍
従
集
』
注
釈
（
一
）」（『
東
京

学
芸
大
学
紀
要
・
人
文
科
学
』
三
七
、
一
九
八
六
年
二
月
）、
同
「（
二
）」（
同
三
八
、

一
九
八
七
一
月
）
は
、
一
四
番
歌
ま
で
注
釈
し
中
断
す
る
。

（
５

）
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
、
和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

（
６

）
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
二
〇
一
四
年
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）。

（
７

）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
14
『
平
安
私
家
集
一
』（
一
九
九
三
年
、
朝
日
新
聞
社
）。

（
８

）
同
右
書
解
題
、
片
桐
洋
一
稿
。

（
９

）
『
新
編
国
歌
大
観
』
解
題
所
掲
、
谷
山
本
に
拠
る
。

（
10
）
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
８

『
平
安
私
家
集
』（
一
九
七
九
年
、
貴
重
本
刊
行
会
）

に
影
印
。

（
11
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
23
『
平
安
私
家
集
十
一
』（
二
〇
〇
四
年
、
朝
日
新
聞
社
）
に

影
印
。

（
12
）
函
架
番
号
五
〇
一
│
一
九
七
。
高
橋
正
治
編
『
本
院
侍
従
集
宮
内
庁
書
陵
部
甲
本
』

（
一
九
七
三
年
、笠
間
書
院
）。現
在
、国
文
学
研
究
資
料
館
の
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ー
ベ
ー
ス
か
ら
も
画
像
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

（
13
）
庄
司
敏
子
「『
本
院
侍
従
集
』
の
贈
答
歌
│
六
・
七
・
八
番
歌
の
解
釈
を
中
心
に
│
」

（『
平
安
朝
文
学
研
究
』
一
七
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。

（
14
）
磯
村
清
隆
「
本
院
侍
従
集
に
お
け
る
和
歌
の
機
能
と
テ
ク
ス
ト
言
説
」（『
城
南
国
文
』

一
五
、
一
九
九
五
年
二
月
）。
な
お
こ
う
し
た
疑
義
は
、『
全
釈
』
所
収
の
中
嶋
眞
理
子

「
本
院
侍
従
考
」
に
お
い
て
、
夙
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）
稿
者
は
、
歌
集
の
、
歌
の
頭
が
詞
に
対
し
突
出
す
る
書
式
を
歌
頭
凸
型
、
物
語
・
日

記
等
散
文
の
、
歌
の
頭
が
詞
に
対
し
陥
没
す
る
書
式
を
歌
頭
凹
型
と
、
私
に
称
呼
し
て

い
る
。

（
16
）
本
集
の
構
造
を
検
討
し
た
最
近
の
論
に
、
松
室
重
哉
「『
本
院
侍
従
集
』
の
構
造
│

場
面
に
よ
る
歌
群
認
識
│
」（『
国
文
学
〈
関
西
大
学
〉』
一
〇
二
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
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が
あ
る
。

（
17
）
大
貫
正
皓
「『
本
院
侍
従
集
』
は
ど
う
読
ま
れ
て
い
た
の
か
│
「
い
と
こ
」
の
解
釈

を
め
ぐ
っ
て
│
」（
和
歌
文
学
会
例
会
発
表
、
二
〇
二
一
年
五
月
一
五
日
）。
本
集
は
小

野
宮
家
に
ゆ
か
り
あ
る
本
院
侍
従
の
編
、
兼
通
を
賛
美
す
る
作
品
で
あ
る
と
し
た
。

（
18
）
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
八
所
引
。

（
19
）
釈
迢
空
『
海
山
や
ま
の
あ
ひ
だ
』「
こ
の
集
の
す
ゑ
に
」（『
折
口
信
夫
全
集
24
』
一

九
九
七
年
、
中
央
公
論
社
）。
な
お
近
時
、
本
論
文
と
同
様
、
和
歌
本
文
に
句
読
点
を

施
し
た
小
田
勝
『
百
人
一
首
で
文
法
談
義
』（
二
〇
二
一
年
、
和
泉
書
院
）
が
刊
行
さ

れ
た
。

（
20
）
女
御
慶
子
に
つ
い
て
は
、
島
田
と
よ
子
「
藤
原
実
頼
の
娘
た
ち
」（『
大
谷
女
子
大
国

文
』
一
六
、
一
九
八
六
年
三
月
）
参
照
。

（
21
）
堤
和
博
『
歌
語
り
・
歌
物
語
隆
盛
の
頃
│
伊
尹
・
本
院
侍
従
・
道
綱
母
達
の
人
生
と

文
学
│
』（
二
〇
〇
七
年
、
和
泉
書
院
）。

【
付
記
】

資
料
画
像
の
掲
載
に
許
可
を
賜
わ
っ
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
、

深
謝
申
し
上
げ
る
。
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【付表】　勅撰集・私撰集入集歌との本文比較

勅撰集名 部立 歌番号 勅撰集本文 本院侍従集 穂久邇本 冷泉家本 備考（他出の異同など）

新古今集

恋一 1006

宿は

2

宿は 宿を

何か なじか 何か

いづく いづく いづこ

恋一 1007
なりぬれば

3
たぐひなば なりぬれば

ながらも なりとも なりとも

新勅撰集 恋一 638 異同なし 1 ─ ─

新後撰集 恋二 729 異同なし 20 ─ ─

続古今集

恋四 1221
見つつ

35
見れば 見つつ

煙や 煙や 煙は

恋四 1229
憂さを

32※
憂きと 憂さを 万代集・恋五・2589「憂しと」

新時代不同歌合・109「憂しと」

心を 心を 心は 万代集・恋五・2589「心を」
新時代不同歌合・109「心も」

恋五 1370
憂しと

32※
重出

憂きと 憂さを 万代集・恋五・2589「憂しと」
新時代不同歌合・109「憂しと」

心も 心を 心は 万代集・恋五・2589「心を」
新時代不同歌合・109「心も」

玉葉集

恋三 1529 夜は 15 宵 宵 秋風集・恋中・855「宵」

雑四 2324
着るぞ

33
着る 濡る

思へば 聞くには 聞くには

雑五 2545 思ひ 28 病 病 万代集・雑六・3589「思ひ」

続千載集

恋二 1440

干す方も無
し

21

干しぞわづ
らふ

干しぞわび
ぬる

唐衣 我が袖は 我が袖は

袖の ごとに ごとに

恋二 1441
方

22
人 人

袂は 袂は ためには

続後拾遺集
恋三 839 露 13 露の 露の 秋風集・恋中・814「露」

恋三 840 別れは 14 我さへ 我さへ 秋風集・恋中・815「別れは」

新千載集
恋二 1181

長き

17

長き 闇の

淵に 淵と 淵と

ふ（ぬイ）
る 経る 寝る

恋二 1182 濡れし袂ぞ 18 泣き明かす
らん

泣き明かす
らん

※32番歌、続古今集の重出、1229は忠義公、1370は本院侍従作とする。1229は為家、1370は追加撰者による選入か。

万代集 恋二 2055 おき居て 10 おき居て 思ひて




